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「地区防災計画」とは
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地区居住者（地域コミュニティ）

防災基本計画

地域防災計画

防災業務計画

防災
会議

省庁・公共機関

地区住民

国

提案
審議

承認

災害対策基本法

地区防災計画

都道府県・市区町村

 地区の特性に応じた防災計画
地区特有の自然的・社会的条件を考慮し、より具体的かつ実際的
な防災計画を作成

 地区が主体のボトムアップ型
地区居住者等が自ら「ボトムアップ型」で計画素案を作成し、市
町村地域防災計画に定める

 防災力を高める継続的な活動
防災活動のレベルに応じて、自由に運用しながら活動の進展に応
じて徐々にレベルアップ
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従来の防災活動
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防災講演
被災地の話しを聞く

バケツリレー
みんなで消火活動を

避難訓練
助け合いながら避難

救急救命訓練
AEDの使い方を学ぼう

消火訓練
消火器の使い方を学ぼう

総合防災訓練
消防の災害対応を見学

安否確認訓練
みんな無事か確認

防災マップ
地域のどこが危ない？

避難所はどこ？

地域に必要な
防災活動？
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地域に必要な防災活動
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災害と被害
（想定）

心配なこと
困ること

災害時の望ましい対応

 対象災害
 災害の発災条件
 災害時の問題
 災害時の対応

「重要」
➡時系列で：シナリオで事態と理想的な対応を整理
➡具体的に：多様な主体、協力者、社会資源を活用

死者？人

倒壊？棟

避難所？

柔軟な対応のために
 やること（行動）
 準備すること（人、モ

ノ、関係、施設）

ハザード

脆弱性

地区防災計画

防災活動により検討した内容 防災活動より作成したマップ

平時からの備え・活動
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目指すゴール
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●課題の確認
(例)炊き出しをするために、機材や水、

食料を何処から集め
ますか？

●協力関係をつくる
(例)マップとシナリオを

持って、近所の井戸
を持っている方に水
を、食料品のお店に
食材を提供しても
らえるように協力
をお願いする。

協力

●対策の検討
(例) 機材や水、食料がある場所や利用場面がわかる
「炊き出し対策シナリオ」・「炊き出し資源マップ」

炊き出し対策シナリオ 炊き出し資源マップ
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防災活動における「共助」＝「知」の共有
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連携・協力
＝

知の共有

専門知
被害想定

ハザード情報 等

地域知
地域実態

災害文化 等

経験知
災害履歴

被災経験 等
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平成28年4月「熊本地震」
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Hi-net (NIED)

活断層の分布

J-SHIS (NIED)

震源の分布 K-net(0414-0415)

https://www.youtube.com/watch?v=knRIuL67X74
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地震による建物崩壊
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無被害 一部損壊 半壊 大規模半壊 全壊

 計測震度6.4（震度６強）のとき
 昭和56年、建築基準法が改訂し新耐震基準が施行

住宅の全体、もしくは一部の階がすべて倒壊したり、居住のた
めの基本的な機能を失った状態

居住のための基本的な機能の
一部を失った状態

壁面の亀裂が発生し、外装に
若干の剥離がある等の状態

被害が生じていない状
態

../../../防災活動/動画/在来木造住宅震動台実験.mp4
../../../防災活動/動画/免震と耐震.mpg
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平成28年4月「熊本地震」
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※資料：朝日新聞

※資料：毎日新聞※資料：西日本新聞

 自宅避難？車中泊？避難所？避難体
制を考えよう！

 平時から自主避難体制に加えて、物
資の受け取り体制の検討も！

 自主避難体制が作られ、行政と情報
共有ができれば支援が受けられる！
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西原村高遊中区自治会
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 区長の所有地に車中泊 約200台
 自治会による避難者名簿作成と自

主避難所の運営
 地元商品販売店、数社からの物資

提供
 若者のSNS投稿による物資の確保
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北海道で発生した地震
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J-RISQ地震速報

 名称：平成30年度北海道胆振東部地震

 時刻：2018年9月6日3時8分

 震源：日本の北海道胆振地方中東部

 規模：M6.7

 震度：7（厚真町）、6強（安平町）

6弱（千歳市）ほか

 深さ：約40km

 特徴：内陸地殻内で発生（横ずれ断層型・逆断層型）

※未知の断層（石狩低地東縁断層帯ではない）



20190825 YI

地震による液状化
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●液状化しやすい
地下に水を多く含む地層がある川・海・湖の作用によって
土地が形成した箇所川（海・湖）に隣接した箇所やそれを
人工的に埋め立てた地域
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札幌市清田区の液状化
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地形分類図空中写真（被災前）

https://map04.ecom-plat.jp/map/map/?cid=15&gid=0&mid=1263
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近年の豪雨災害
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写真：国土地理院

平成26年8月豪雨（台
風12号、広島土砂）

平成27年9月関東・東
北豪雨（台風18号）

平成29年7月九州北部
豪雨（台風3号）

平成30年7月豪雨
（台風7号、西日本）

写真：Net IB News

河川の氾濫による、浸水害に加え、土砂
災害、流木災害等が発生し、死者、行方
不明者が多数となる甚大な被害

 死者・行方不明者8人ほか
 床上浸水2,418棟、床下浸水

13,149棟など

 死者・行方不明者43人ほか
 床上浸水202棟、床下浸水

1,706棟など

 死者・行方不明者77人ほか
 床上浸水1,301棟、床下浸水

2,828棟など

写真：日本経済新聞 写真：国土地理院

【H26】台風第8号による大
雨と暴風（千葉、伊豆）

【H26】台風第18号による大
雨と暴風（沖縄、静岡）

【H28】梅雨前線による大雨
（6月、西日本）

【H28】台風第7号・9～11号
（8月、岩手、釧路）

【H29】台風第21号による大
雨・暴風等（東北）

【H29】台風第18号による大
雨・暴風等（四国、広尾）

【H30】台風第21号による暴
風・高潮等（9月、大阪）

 死者・行方不明者230人ほか
 床上浸水8,937棟、床下浸水

20,506棟など

断水や電話の不通等ライフライン
に被害が発生したほか、鉄道の運
休等の交通障害が発生

 死者・行方不明者2人ほか  死者・行方不明者5人ほか 死者・行方不明者7人ほか  死者・行方不明者14人ほか

 死者・行方不明者7人ほか  死者・行方不明者8人ほか 死者・行方不明者3人ほか

2016年 2018年
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平成27年9月「関東・東北豪雨」

15
（防災科研撮影）

⇒eコミマップ（常総）

http://risk.ecom-plat.jp/index.php?gid=10699
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頻発する豪雨災害
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※資料：スプートニック日本

※資料：東京新聞

 避難情報が遅かった？

 防災無線が聞こえなかった？

 早目の自主的な避難はできなかっ
た？
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地震・豪雨による土砂災害
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①土砂災害危険箇所
 人家や公共施設に被害を生じるおそれのある箇所 土砂災害防止法

②土砂災害警戒区域
 急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の

生命又は身体に危害が生じるおそれがあると認
められる区域であり、危険の周知、警戒避難体
制の整備が行われる。

③土砂災害特別警戒区域
 急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が

生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそ
れがあると認められる区域で、特定の開発行為に対す
る許可制、建築物の構造規制等が行われる。

地すべり
土地の一部が地下水等に起因し
て滑る自然現象又は これに伴っ
て移動する自然現象

急傾斜地の崩壊
傾斜度が30°以上である土地
が崩壊する自然現象

土石流
山腹が崩壊して生じた土石等又
は 渓流の土石等が一体となって
流下する自然現象

※国土交通省の公開資料を基に作成
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豪雨による土石流（広島）

18発災前 ※地理院地図（国土地理院） 発災後

土砂災害危険箇所 写真判読図

http://map03.ecom-plat.jp/map/map/?cid=11&gid=354&mid=2084
http://map03.ecom-plat.jp/map/map/?cid=11&gid=354&mid=2084
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災害によるライフライン被害
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項目 生活に生じる不便や被害

電力

・冷暖房が使えず体調を崩す人が出る。

・夜中の暗闇で身動きや移動に危険が増す。

・ﾗｼﾞｵやﾃﾚﾋﾞが使えないので、状況が分らない。

・高層ﾏﾝｼｮﾝで、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰが止まって孤立する。

水道

・

ガス

・トイレを流せず、まちに悪臭が広がる。

・飲料水の不足で、体調を崩す人が発生する。

・炊き出しができないため、食事の準備に困る。

・冬のお風呂や夏のシャワーができなくなる。

交通
・地域の外からきている人が帰れない。

・地域の外へいる人が戻ってこれない。

通信
・離れている家族と連絡ができない。

・電話で助けや支援を要請することができない。

●復旧までの目安（東日本大震災の例）

・電力：約1週間

・通信：約1週間

⇒主に地上の設備であるため復旧が早い

・水道：約2週間～1ヵ月

・ガス：約1ヵ月～2ヵ月

⇒主に地下の設備であるため復旧が遅い
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災害時の課題＝災害時に地域が困ること
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地 震

家族で介護をしているが、避難をど
うしたらいいのか困っている

就業中で、学校にいる子
供が無事か心配

連絡がとれない人に情
報を伝えたい

？ ☓
……

停電で、エレベーターが使
えず、避難できない

災害タイムライン（一般的な事例） ＋ 社会特性（地域の特徴） ＝ あなたの地区で困ること

災害時にどのような「困ること」が発生するかを、一般的な災害タイムラインを
参考にしながら、あなたの地区で特に「困ること」を理解。
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時間帯による課題
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季
節

夏の暑さ
・避難所で配給したおにぎりで食中毒にかかる人が発生。

・暑い避難所の中で、特に子どもや高齢者に熱中症が発生。

冬の寒さ
・避難所の寒さで体調を崩す人が発生。

・乾燥が激しい場合は、出火による延焼の危険性が高まる。

曜
日

平日
・通勤住民が地域を離れ、子どもの引き渡しができない。

・地域に残っている高齢者が多く、独居状態にもなる。

休日 ・役所や病院など施設の休みが多く、支援に時間がかかる。

時
間

朝・昼・

夜

・食事、お風呂やシャワーで火を使うことが多く、火事が増す。

・昼間は、力のある若い男性が地域内に残っていない。

深夜・早

朝

・自宅の家具を固定していない場合は、人命被害が増す。

・停電で真っ暗になり、安全な行動をとることができなくなる。
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地域資源の活用
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安全な避難

要配慮者の支援

課 題

地域資源 できること

こども会
自治会

介護・福祉施設

子どもの安否確認
自治会の被害状況把握

福祉避難の受け入れ
（支援協力）

具体的な名称を
考える！
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役立つ人・資機材・施設の活用
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人

消防署

消防団

警察

自衛隊

医療関係者

ボランティア

避難施設

管理者

●防災資源

人

町内会・自治会

民生委員

元医師・元看護師

商店・小売業

建設・土木工事業者

コミュニティ放送局

学生・ＰＴＡ会

アマチュア無線家

シルバークラブ

子供会 など

●社会資源

資機材・施設

防災倉庫

避難施設

消火栓

街頭消火器

防火用水・井戸・

貯水槽

防災広報無線

止水板

資機材・施設

重機（農作業用）

自家用車

無線機

発電機・ｷｬﾝﾌﾟ用品

空地・農地

公園

プール・池・井戸

各種福祉施設

事業所建物や敷地

公民館・集会場

など・・・など・・・
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避難体制の見直し
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 災害時における地域課題の発見

 平日昼間に災害が発生すると、地域住民のほとんどは高齢者（独居状態）

 公設避難所（市指定）が遠いため、高齢の方は、歩いていくことが困難

筑波小学校

筑波山

松実高校

上大島

国松

沼田
筑波

沼田保育所

公設避難所

【筑波小学校区】

・人口：約3,000人/ 65歳以上約900人

・世帯数：約900戸/65歳以上約600戸

・公設避難所：2ヵ所（予備避難所：1ヵ所）

筑波小学校

松実高校

上大島

国松

沼田
筑波

上大島
児童館

国松上郷
児童館

国松下郷
児童館

筑波
児童館

沼田
児童館

働く婦人の家

温泉旅館
自主避難所

福祉避難所

協力施設
沼田保育所

公設避難所

筑波山
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地域資源の活用（避難所運営）
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 自治会長と小学生及びその母親でグループを結成し、夏休みの自由研究として実施。

 地元事業所や商店等に「災害時の協力に関するアンケート」を実施し、資材の提供など協力が得ら

れる事業所マップを作成。

 マップを印刷し、町内会の回覧板で配布し地元事業所の協力内容を共有。また、協力事業所に掲示。

※東日本大震災のとき、地元事業所の協力のもと、物資・人手を活用した効果的な避難対応。
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学校と地域の連携

継続更新の
ために、新
たな対策を
検討

地域の状況を把握す
るために、合同で防
災まちあるきを実施

防災まちあ
るきの結果
を地図上に
整理

パソコンに情報を入
力しデジタルマップ
を完成（WebGIS）

地域

学校

インターネットに公開してパ
ソコンから閲覧したり、印刷
して自治会回覧

作る防災マップと載
せる情報を検討

作成した防災マップをもと
に、地域防災の実態を学習

26
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地域コミュニティの協力
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 災害時の情報・福祉拠点となる公民館を中心に、防災活動の手法を利用したワークショップを実施

（公民館等を中心とした社会教育活性化支援プログラム、H25、文科省）

 小学校区PTAや地域関係者（避難所の共有）が集まり、災害時の地域の課題を抽出し、対策を検討。

 H25災害対策基本法の改正に伴い、防災活動のアウトプットを「地区防災計画」の策定に向けた取

り組みとして展開。

第３回

災害時の対策
第１回

災害と被害
第２回

災害時の課題

防災活動手法により検討した内容 防災活動手法により作成したマップ

地区防災計画（案）
アウトプット
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地区防災計画のメリット
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防災活動の法的根拠づけ

既存防災活動の中、住民らが自主的に行っ

てきた取り決め等に対する行政公認

 従来：防災活動の主体（地区住民等）の
自己責任による自主的な防災活動

↓
 今後：地区防災計画に役割分担（公助・

共助）を明記し、行政支援（制度・資金
等）のもと実施

例えば

災害時の自主的な対応

災害時の市町村防災担当の指示に依存せ

ず、地区特性に応じた対応を実施

 従来：避難勧告や避難指示等の行政の避
難情報発令による住民避難と避難所開設

↓
 今後：地区の災害脆弱性に応じた自主的

な判断による避難と避難所開設

例えば

防災活動の継続と充実

新たに計画を策定するのではなく、既存の

防災活動をまとめながら継続的な実施

 従来：防災活動メンバーの交代によって
情報共有ができず、マニュアル等を新し
く作成

↓
 今後：地区防災計画としてまとめ、情報

の共有と継続的な見直しによる充実化

例えば

地区防災計画を作成することで、防災活動の法的根拠づけがなされるなど、地域の住民にとってメリットがあります。
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地区防災計画づくり
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グループ議論１
自己
紹介

60分程度

●自己紹介

記録係に
ぴったり！

よろしく！

花子です。
事務が得意です

●発表・共有

内容
説明

休
憩

【手引き】利用 【資料集・ワークシート】利用

グループ議論２
発表
共有

内容
説明

60分程度

●内容説明 ●グループ議論

資料集手引き マニュアル
ワークシート

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する
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地域の災害危険性等を確認
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

地域を取り巻く社会特性と自然特性を確認し、それを踏まえた災害特性を確認

身の回りの点検

→どこが危ない？防災グッズの備蓄

→何が必要？

避難所（経路）の検討

→どこが安全？

災害危険性の確認

→どのような災害が起こる？
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災害時の地域課題を調査
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災害時の事態の流れ（地震の例）

 年配の方が多く、平日の昼
に地震が行ったら、人手が
足りなくなりそうで・・・

 隣の地域は古い家が集まっ
て いるけど、火事の対応
は大丈夫？

 私の地区には高齢者が多い
けど、避難支援はできる？

 高齢の方々は、大雨のとき、
早目に自主的に避難できる
かしら・・・

災害時の事態×地区の特性

 友だちが住んでいる高層マンションでは、
高層階へ食料や物資を提供できる？

 夫の職場の駅周辺は企業が多いけど、帰
宅困難者の対応は大丈夫？

 あの商店街は外国人が多いけど、避難誘
導ができる？

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

地域特性をイメージしながら、災害時に地域で懸念される問題を調査
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災害時の対応策を検討
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

安全な避難

要配慮者の支援

課 題 地域資源 できること

こども会
自治会

介護・福祉施設

子どもの安否確認
自治会の被害状況把握

福祉避難の受け入れ
（支援協力）

具体的な名称
を考える！

地域の問題に対し、災害時の理想的な対応と平時から備えておくべき対策を検討
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防災対策の検証（取り組み継続）
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

課題と対策を共有し、意見交換し、様々な方法で活用して対策を検証（見直し）

対策の項目を広げる

人
を
広
げ
る

対策を
練る

問題を
見出す

実践で
検証する

災害を
見積もる

【分担型】
多くの課題に対し、
取り組む人（主体）が
増えていく
主体軸＝空間の広がり

【拡張型】
年によって取り組む課題を
増やし、対策が増えていく
課題軸＝時間の延び

人と人とのつながりで
多種多様な対策を広げる
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地区防災計画のまとめ

１．はじめに
計画の目的・方針・運営主体（地区住民本部の設置と役割分担）

２．地区の特性
自然・社会・災害特性（ハザードマップ）

３．災害シナリオ
前提条件、想定被害

４．災害時の対応と平時の備え（例）
＜発災～約00時間＞
●発災直後の行動
➡平時からの備え

●初期消火
➡平時からの備え

●安否確認・被害確認
➡平時からの備え

＜約00時間～約00時間＞
●救助・救出
➡平時からの備え

●避難行動・要配慮者の避難支援
➡平時からの備え など

５．計画の実践と運営
計画の具体的な実践方法と継続的な運営

地区の特性を考慮し
たうえ、重要と考え
られる課題を取り上
げ、災害対策を検討

年に数課題を取り上
げて対策を検討し、
年々課題を増やして
いく

必要に応じてチェッ
クシート様式を作
成・追加

作成した計画は、防
災活動による検証と
見直しを通じて継続
運営していく

地区防災計画の作成例

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

34
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地区防災計画の提案
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住民の方々の意見を受け

計画案を修正し、まとめる

提案書を市町村様式で書く

市区町村の防災担当者に提出

①

②

③

市区町村の防災会議で審議

※計画として規定された後、運用へ

作成した地区防災計画案は、地区住民の合意を得たうえで、行政の防災担
当者を通じて、行政の防災会議に提案。

A地区

B地区

C地区
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おわりに
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 最初から完璧な防災活動を目指さない
 地域活動のきかっけ、少しずつ、楽しく
 災害情報をたくさん参考・活用する
 他の地域と交流しながら活動を参考に
➡まじめに一生懸命（×）→真剣に楽しく（〇）

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

（知識・知恵）知の共有

地域防災に関する
共通の価値観の形成

専門知
被害想定

ハザード情報 等

地域知
地域実態

災害文化 等

経験知
災害履歴

被災経験 等


